
トライタニウム C サービカルケージ

Tritanium® C
Anterior Cervical Cage

Engineered
for bone 
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Tritanium®

 C

移植骨をしっかり
充填できる中央の大きな
開口部

挿入を容易にする
スムースノーズデザイン

ケージ全体の剛性を和らげ、
画像による骨癒合判定に
役立つ側面の開口部

挿入を容易にする
スムースサーフェスデザイン

終板との接触面積が
多く取れるようデザイン
されたティース

インサーターと
適切に接続するための
レーザーマーキング

インサーターとリジットに
固着する接続部

ケージ全体が
ランダム連通孔構造

デザイン特徴

トライタニウムCケージ　12mm（D)×14mm(W), 6Deg
カタログ番号 高さ(H) 高さ(AH) 高さ(PH) Graft Volume
48982056 5mm 6.1mm 3.8mm 0.3cc
48982066 6mm 6.8mm 4.6mm 0.4cc
48982076 7mm 7.8mm 5.5mm 0.4cc
48982086 8mm 8.8mm 6.5mm 0.5cc
48982096 9mm 9.9mm 7.5mm 0.6cc
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中央および側面の開口部は、
ケージ全体の剛性を和らげるよ
うにデザインされており、応力遮
蔽を防ぐのに役立ちます。
中央の開口部は、ケージ内へ移
植骨をしっかり充填できるように
設計され、側面の開口部は、CT
やX線などの画像による骨癒合
判定を視認し易くします。

1, Open Architecture

X-rayCT

角度のついたティース形状によ
り、挿入しやすく抜けにくい設
計になっています。
ケージを引き抜くためには、挿入
時より9%強い力が必要です。（4）

3, Stability

Insertion and expulsion testing was performed as per ASTM F04-25-02-02.

トライタニウムCケージは、他の素材で作られたケージに比べて、沈み込みしづらいことが示されています。（1）

•  海綿骨と皮質骨の中間に正確
に設定された弾性係数（2）
•  椎体終板との接触面積が多く
取れるティース形状による、荷
重分散効果（3）
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2, Minimized subsidence

Subsidence was measured at 100N of compressive force. 
Testing was performed per ASTM F2267.
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Images taken from a cadaveric study 4 .
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トライタニウムケージは、海綿骨の微細構造に着想を得、ボーンイングロース及び骨癒合
（生物学的固定）のために設計され、ストライカー独自の積層造形法によって製造されています。

海綿骨の特性（6）
• 海綿骨の平均気孔径= 1mm
• 海綿骨の平均気孔率= 50～90％

1 トライタニウムの材料特性（7）*
• 海綿骨に似せてランダムにデザインされた気孔径
  気孔径範囲：100～700μm
  平均気孔径：400～500μm
• ケージ全体が連結した気孔構造
  平均気孔率範囲：55～65％

2

Tritanium In-Growth Technology (5)

1 1mm2

手術の参考になる情報を提供するために、様々な医
療品質材料の特性を調べた研究が行われています。
チタン合金の異なる表面の粗さに対する細胞反応
の差を検討した複数の研究から、表面の粗いチタン
合金は骨芽細胞分化の増加及び破骨細胞活性の
低下が実証されています。（8,9）さらに、チタン合金の
粗面は骨形成因子のレベルを高め、骨成長を速める
可能性が高い骨形成環境を作り出します。（9）Stryker
は、このような情報を念頭に置き、〈新たな高度多孔
質チタン合金材料〉を求めて、専有技術のトライタニ
ウム イングローステクノロジーを開発しました。

生物学的固定（骨癒合）

*脊椎インプラントの場合
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このユニークな多孔質構造は従来のチタン素材と比較して、細胞の付着と増殖に適した環境であり、
毛細管現象による液体（血液）の吸収と保持が可能です。（10）

Designed to wick

Wicking（毛細管現象）は血液をケージ内に吸収・保持し、細胞の移動および付着を可能にします。（11,12）

Why is this important?

in-vitro試験においてトライタニウムCケージは、同種移植片に比べて3倍多い骨髄液（BMA）を吸収した。（13）

【参考データ】

素材の違いによる水分保有率比較

This experiment was performed using heparinized 
porcine bone marrow aspirate.  No correlation to human 
clinical outcomes has been demonstrated or established.0
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同種移植片
（Cortical Allograft）

Tritanium C

*PEEKを1と基準にした場合
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Designed to create a favorable environment 
for cells (6,14)

トライタニウム イングローステクノロジーで形成された1つの〈実験モデル〉は、ストライカー独自の積層造形
法によって構築された気孔に、骨芽細胞（骨細胞）が浸潤、付着し、そして増殖することを証明しました。（14）
この特徴的な多孔質体は、細胞付着に有益な環境をもたらすよう設計されています。（6,14）

Normal human osteoblast cells were used for in-vitro cell studies. 
No correlation to human clinical outcomes has been demonstrated or 
established.

- Osteoblasts

- Tritanium In-Growth Technology

* Image depicts a sample built with Tritanium Technology used for in vitro cell 
studies. The sample was designed to mimic a generic interbody cage with an 
open graft window. This is not an implantable device.
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骨芽細胞

トライタニウム
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Designed for in-growth
トライタニウムテクノロジーはボーンイングロースと骨癒合獲得のために設計されています。（5）

Sagittal view. Correlation to human clinical outcomes has not been demonstrated or established.

PEEK CageTi Plasma Sprayed 
PEEK Cage

Tritanium PL Cage

術後8週目ヒツジモデル（16）

術後8週目ヒツジモデル（15）
Tritanium C Cage 
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